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そろばんの学習を行いました 
  
 ２月１６日（水）に、３年生がそろばんの学習を行いました。今回も、みとみ学園から先生に来て

いただき、そろばんでのたし算とひき算のしかたを教えていただきました。歌を交えながら繰り上

がりのある計算の仕方を学習するなど、楽しい授業をしていただきました。途中、休み時間が入った

２時間続きの授業でしたが、子どもたちは、最後までしっかりと取り組むことができました。   

そろばんの学習をすることで、「８は５と３」のような数の分解と「５と２で７」のような数の合

成など、算数の基礎となる数についての理解も身につきます。 

今回は、２けたの数のたし算とひき算の仕方までを学習しました。専門的な先生の指導を受けた

ことで、数についての理解が少しでも深まり、計算力が向上することを期待します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

「手話出前講座」を受講しました 

  

４年生は、総合的な学習の時間に福祉について学習をしています。２月１６日（水）に、その学習

の一環として、市の社会福祉課で行っている「手話出前講座」を受講しました。 

 当日は、社会福祉課の方や喜多方ろうあ者の会の方が来校され、 

聴覚障がいや聴覚に障がいがある方の苦労などについてお話をして 

くださいました。また、自己紹介やあいさつの仕方など簡単な手話 

の仕方も教えていただきました。 

 この講座を通して、子どもたちは、手話に興味を持つと共に、聴 

覚に障がいがある方の苦労などを理解し、思いやりをもって行動し 

よういう気持ちをもつことができたようでした。 

 

 

 

 

 

 

おめでとうございます 

 １４日（月）の全校朝の会（オンライン）で、以下のとおり、賞状伝達を行いました。 

  

◎第７５回県下小・中学校音楽コンクール（第３部 創作） 

 ◇銅賞 ６年 若菜 陽愛さん      ◇奨励賞 ６年 芥川 結葉さん 

                         ６年 三浦 紗衣さん 

 



新入学児童保護者説明会を実施しました 
２月１５日（火）に、来年度入学予定児童の保護者の方に来校していただき、新入学児童保護者説

明会を実 施しました。 

例年ですと、入学予定の子どもたちと１年生との交流会を行っていましたが、今年度は、新型コロ

ナウイルスの感染予防のため、それは行わず、保護者の方への説明会と学用品などの物品販売のみ

行いました。 

新入学児童保護者説明会では、各担当が、本校の学校生活や学習のきまり、入学までの準備、保

健や健康に関する内容、学校徴収金などについて説明をしました。また 

学年委員の選出も行いましたが、お子さんの入学を経験されている保護 

者も多くいらっしゃることもあり、とてもスムーズに進みました。 

なお、本校の来年度の新入学児童は、１２名を予定しています。 

今回は、子どもたちの姿を見ることはできませんでしたが、入学式の 

日には、本校の１年生として、元気に登校してくるのを待っています。 

 

「為せば成る」～全校朝の会から～ 

 ２月１４日（月）の全校朝の会の校長講話では、以下の話をしました。 

 

今日は、ちょっと難しい言葉ですが、一つ この言葉を紹介します。 

それは、「為せば成る 為さねば成らぬ何事も 成らぬは 人の為さぬなりけり」という言葉で

す。「為す」というのは、「やる」「実行する」「行う」ということです。「成る」というのは、「で

きる」「達成する」ということです。ですから、この言葉の意味は、「やればできる。やらなければ

何もできない。できないというのは、やらないからだ」ということになります。 

つまり、人が目標や夢をかなえようと強く願って努力をすれば、その目標や夢の達成に向かうと

いうことです。  

 皆さんの中に、学習や運動の時に、「できない」「わからない」と考えて、はじめから「やらない」

「考えない」「あきらめてしまう」という人はいませんか。または、「苦しくなると途中でも、そこ

でやめてしまう」という人はいませんか。それでは、「今までの自分を超える」ことはできません。

何でも「初めからできる」「初めからわかる」わけではありません。はじめは「できなくて当たり前」

「わからなくて当たり前」です。だからこそ、「できるように」「わかるように」まずやってみる、

そして努力を続けることが大切です。できないからこそ、わからないからこそ、そこから逃げ出さ

ず、まずやってみましょう。そして「できるまで」「わかるまで」努力を続けましょう。 

 やっていく中で、難しいことにぶつかったり、苦しいことがあったりするかもしれません。その時

も、あきらめるのではなく、それを乗り越えるように努力をしましょう。そうすることで、きっとそ

れを乗り越えられるはずです。「それが 為せば成る。やればできる」ということです。 

３学期も、半分を迎えました。今の学年の締めくくりの時期になりました。今まで学習してきたこ

とや、これから学習することができるように、「わかった」と言えるように、努力をしましょう。 

「きのうまでの自分を超える」ように「できるようになるぞ」「わかるようになるぞ」という気持

ちを強く持って努力をしましょう。 

そして、できるようになったことやわかったことを増やし、３学期が終わるときには、今までで最

高の自分になるようにがんばりましょう。 

  

日々の活動の様子などを、ホームページでお知らせしています。 
どうぞご覧ください。 
ホームページアドレス https://kitakata.fcs.ed.jp/第三小学校  

（「喜多方市ポータルサイト」でも検索可） 


